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2026 年 1 月 30 日 

 

学校法人聖ヶ丘学園 

聖ヶ丘保育専門学校 

２０２５年度教育課程編成委員会報告書 

 

学校法人聖ヶ丘学園 

聖ヶ丘保育専門学校 

教育課程編成委員会 

委員長  今村雅彦 

 

2025 年度、教育課程編成委員会を実施しましたので、下記の通り報告します。 

 

１ 委 員 総 数 〈１3 名〉 

   横浜国立大学教育学部教授    園田 菜摘 

   横浜国立大学教育学部教授    藤井 佳世 

   東俣野幼稚園園長                 川戸俊一郎 

        認定こども園はらのこはら幼稚園園長        石井 和則 

認定こども園育和幼稚園園長          森谷 恭子 

八幡橋幼稚園園長              秋山菜穂美 

聖ヶ丘保育専門学校             校長 今村 雅彦 

〃      副校長 渡辺 潤一 

 〃       事務長兼入試・広報部長 最上 正純 

 〃      教務部長 黒石 憲洋 

 〃      就職指導部長 亀田 良克 

 〃      学生指導部長 竹内 真悟 

 〃      実習指導部長 岸本 圭子 

 

２ 教育課程編成委員会開催日時 

第１回 2025 年９月  3 日（水）16 時〜17 時 30 分 

第２回 2025 年 9 月 24 日（水）16 時〜17 時 30 分 

〈開催場所〉 聖ヶ丘保育専門学校 1 階 会議室  

３ 委員会次第  

第１回委員会次第  

（１）学校長挨拶 

（２）2024 年度教育課程編成委員会報告書の対応状況  

（３）質疑応答  
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（４）次回議事内容及び日程等  

（５）その他  

 

第２回委員会次第  

（１）質疑応答  

（２）2025 年度教育課程改善方策（案） 

（３）その他  

（４）学校長挨拶  

 ※学校法人聖ヶ丘学園 聖ヶ丘保育専門学校 実習指導部長 岸本圭子（欠席） 

 

４ 議事報告  

  2025 年度教育課程編成委員回改善報告 （別添資料参照） 
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（別添資料） 

2026 年 1 月 30 日 

 

2025 年度教育課程編成委員会改善報告 

学校法人聖ヶ丘学園 

聖ヶ丘保育専門学校 

教育課程編成委員会委員長 

今村雅彦 

 

項目 現在の状況報告 委員からの提言 今後の対応措置 

① ICT 機器の

活用 

 

 

⚫ コロナ禍より利用を

開始した学習管理シ

ステム LMS（Google 

Workspace）の利用を

継続しており、各科目

における利用も徐々

に拡大してきている。 

⚫ 就職先、実習先の ICT

機器の活用法を確認・

情報交換をし、教育内

容へ反映してはどう

か。 

⚫ LMS の利用を拡充し

ていく方向である。 

⚫ PC をはじめとした

情報機器の使用方法

など、授業を通じて学

んでいく。 

② 学生のコミ

ュニケーシ

ョン能力に

ついて 

 

 

⚫ クラスをより少人数

のグループ（17〜24

人）に分割し、担任を

置くグループ担任制

を開始した。 

 

⚫ 時間割にホームルー

ムの実施時間を明記

し、全学科全学年で実

施する試みを開始し

た。 

 

 

 

⚫ 文化祭では、昨年度

より附属園と協力し

て園児を文化祭に招

待する試みを始め

た。 

 

⚫ グループ内での関係

性の作り方に注力し、

異年齢、環境の違う方

へのアプローチがあ

ってもよいのではな

いか。 

⚫ ホームルームの内容

について、絵本の読み

聞かせやわらべうた

を学ぶ、自分の得意な

ことを発表させる等

を実施してはいかが

か。 

 

 

 

 

 

 

 

⚫ ホームルームの内容

や運営には課題も多

いが、前期は校長の指

示の下、課題やアイデ

アを教員検討会議で

共有した。後期も引き

続き検討・共有してい

く。 

⚫ 今年度も内容を改善

し、園児招待を実施す

る。 
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③ 学校施設の

活用に関し

て 

 

 

⚫ ホームルームを継続

的に実施している。 

 

 

 

 ⚫ 男子学生の受け入れ

に伴い、学校施設の使

い方を変更したため、

それを踏まえて調査

を検討する。 

④ 文章力の低

い学生への

対応につい

て 

 

 

⚫ 1 年次の教育保育実

地研究の授業内で、

「正しい文の書き方」

として、具体的な表現

を考え書く授業を行

った。 

 

 

 

 

 

 

⚫ 文章を書くだけでは

なく、伝わる文章・誤

解をうける文章を比

較させ、学生に確認し

てもらうのはどうか。 

 

⚫ 実習日誌作成時にど

のように思ったかを

話してもらい、具体化

したものを言語化す

る、日々の関わりを言

語化することですす

めてみてはどうか。 

⚫ パソコンでも記録で

きるように、日誌や指

導案などのフォーマ

ット作成の検討を継

続する。 

 

 

 

 

 

⑤ 修学意欲の

低い学生へ

の対応につ

いて 

 

 

⚫ 新入生ピアノレッス

ンを再開した。 

⚫ AO 入試にて学生生

活への展望を問うて

いる。 

 

⚫ 高校生向けの職業ガ

イダンスに本校附属

園の教職員が参加す

ることで、保育職を希

望する学生の意思を

強固にする。 

 

⚫ ホームルーム、保育実

践演習、窓口で学生の

機微を捉えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⚫ オープンキャンパス

で卒業生の講演を行

うのはどうか。 

⚫ 中学生に対してガイ

ダンスを実施しては

いかがか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⚫ 2025 年度ＡＯ入試面

接時に、入学後の目標

に関する質問事項の

追加を検討。 

⚫ 2025 年度においても

卒業生によるオープ

ンキャンパスを実施

する。 

⚫ 2025 年度高校進路ガ

イダンス等で本校教

員の派遣を検討。 

⚫ 担任面談、スクールカ

ウンセラーの紹介等

の連携は随時おこな

っているが、具体的な

対応に繋げられるよ

うな体制構築につい
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⚫ 管理職宛の意見箱を

設置している。 

⚫ 学生の抱える各種問

題に対応する分掌を

再確認し、各部の独断

で対応することのな

いよう、クラス担任を

中心とした情報共有・

学生対応のフローを

作成した。 

⚫ 新様式となった履修

カルテから 3 つのポ

リシー（アドミッショ

ン、カリキュラム、デ

ィプロマ）および個人

としての目標を記入

する欄を設け、「教育

保育実践演習」の授業

内で、自身の達成度と

卒業までの課題を明

確化する機会を設け

ている。 

 

 

 

 

⚫ 意見箱の設置は継続

して欲しい。 

⚫ 悩みの内容を精査し、

学生のためになる対

応の研修や知識を得

る機会をもつのはい

かがか。 

 

 

 

⚫ 学校が求める保育者

像と学生の理想とす

る保育者像を確認し

ながら、卒業するまで

に学生本人に考えて

させるよう個々にサ

ポートできる体制を

検討してはどうか。 

て検討する。 

⚫ 学生から得た情報の

管理は誰が行うかを

システム化する。 

 

 

⚫ 担任教員、専門教員、

管理者等が連携し、

個々の学生の目標達

成を支援するチーム

体制の実現可能性に

ついて検討する。 

 

 

⚫ 3 つのポリシー（アド

ミッション、カリキュ

ラム、ディプロマ）に

ついて個々の目標の

参考となるよう具体

的な文言を見直す。 

履修カルテを活用し、

個々の目標発表に繋

げる。 

⑥ リカレント

教育ならび

に卒業生の

就労実態把

握等につい

て 

 

 

⚫ 2024 年度 7 月期の実

習より、2008 年度以

降に卒業した学生の

新卒時内定先リスト

を作成し、実習巡回時

に訪問教員が在籍有

無の確認ができるよ

うにしている。 

⚫ おもちゃインストラ

クター養成講座及び

幼児安全法支援員養
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成講座を卒業生にも

開催・実施した。また、

卒業生にオープンキ

ャンパスへ参加して

もらっての現場体験

談も引き続き開催予

定である。 

さらには、昨年度と同

様に同窓会組織を文

化祭に招聘して活動

してもらうことも検

討している。 

⚫ 就労上のトラブルや

問題が生じた際には

一人で抱え込まずに

就職指導部宛に気軽

に連絡を入れられる

ようインフォメーシ

ョンしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⚫ 後期授業内で卒後の

就労状況アンケート

調査の実施方法なら

びに内容についてア

ナウンスすることを

検討している 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⚫ 卒業生に対し、さまざ

まな研修があるが、リ

カレント教育を卒業

した学校という慣れ

た環境下で実施して

はいかがか。また、就

業後の相談窓口とし

ての役割を担うのは

いかがか。 

⚫ 同窓会組織と連携す

ることも検討しては

いかがか。 

⚫ インドア、アウトドア

ともに遊びのプロフ

ェッショナルを育成

するための情報の周

知をしてみてはいか

がか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⚫ 在校生同様、卒業生に

ついても勤務の悩み

の早期発見を目指し、

そのうえで、学びたい

講座内容を調査する

ことを検討している。 
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⑦ その他 

 

 

⚫ ハラスメントに対す

る基本方針は法人と

して教職員に向けて

打ち出している。 

⚫ 実習時間の学生への

サポート体制は、クラ

スルームを活用して

各自確認できるよう

にし、相談等は持続可

能なように（部員の負

担を減らすべく）19

時までの対応として

いる。 

⚫ 実習のための指導内

容を男女別に変更す

るということではな

く、全ての学生に子ど

もへの関わり等、自己

判断するのではなく、

保育者の指示を仰ぐ

ように伝えている。 

 

 

 

 

⚫ 男子学生を受け入れ

る際に、学校での教育

の中身や伝えるべき

事、男子ならではの何

か学校として取り組

むべきことを検討し

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⚫ 学生の個性（特性）を

いかしながらの実習

を行うのはいかがか。 

 

 

 

 

 

⚫ 在校生に対する実習

に関するアンケート

を実施するとよいの

ではないか。 

⚫ 就職先が求める男子

学生像を調査すると

就職先を選びやすく

なるのではないか。 

 

 

 

 

 

 

⚫ 巡回訪問教員のサポ

ート体制の検討を継

続する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上 


